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言己イ炎

二十町歩にも及ぶ前田の田圃には、本報告書作成に本格的に着手した昭和61年 9月 にはすでに黄金色

の稲穂が光っていた。聞 くところによればまずまずの収穫量であったという。生産性の向上を目指 した

圃場整備事業の目的の達成にひとまず第一歩を踏み出したというところであろう。

しかし一方では、前田遺跡というかけがえのない文化遺産が地上から失われてしまった。その代償 と

して残されたのが手もとにある厚さ10cmに も満たないこの報告書である。思えば本調査に際 し、何万m8

にも及ぶ遺跡を僅か半年程で調査 しなければならないと知らされた折には、途方に暮れたものであった。

調査は、集落全体の検出を第一の目的として行った。きびしい期間のなかではあったが集落の90%以

上を調査・検出することができた。文字通 り、テン トー張が我々の拠点となり、調査員を始め協力者一

九 となって調査に携わっていただいた。こうした多くの方々の体 を泣かせていただ くことなしには本調

査は成 し得なかったものと思う。私にしてみてもこの 2年間は前田遺跡のことで夜も日も暮れない日々

であった。

そしてようや く本書の刊行にこぎつけた。

よりよい暮らしを求めるための開発が優先されるのはいたしかたないことであろう。 しかし一方では、

木が切 られ、野山が削られ、小川には無機質なU字溝がふせ られその水も飲めなくなってしまっている。

幼い頃 ドジョウを採ったりして遊んだあの風景をこれからの子供たちは知 らなくなるのだろうか。そし

て我々の心のふるさとがなくなるさみしさを感 じるのは私だけであろうか。

祖先が残してくれた貴重な文化遺産を失なって辛いのは、研究者ではなくなにより地域住民に他なる

まい。

本書が私たちの地域史再構成のささやかな一助 となることを祈念して筆をおこう。

発掘調査担当  堤  隆

鋳師屋遺跡群

前 田 遺 跡

―発掘調査報告書一

昭和62年 3月 31日 発行

御代 田町教育委員会

御代 田町教育委員会

ほおずき書籍株式会社

集

行

刷

編

発

印




